
『摩

詞
止
観
』

に
お
け
る
十
境

の
形
成

-
陰

入
界
境
を
中
心
と
し
て
-

大

野

栄

人

一
 
問
題

の
所
在

 
智
顕
は

『
摩
詞
止
観
』
に
お
い
て
、
円
頓
止
観
す
な
わ
ち
正
修
観
法

と
し
て
十
乗
観
法
を
成
立
さ
せ
た
。
し
か
し
十
乗
観
法
に
は

一
定
の
対

境
㌃
す
な
わ
ち
観
境
を
必
要
と
す
る
。
観
境
と
し
て
、
陰
入
界
境

・
煩

悩
境

・
病
患
境

・
業
相
境

・
魔
事
境

・
禅
定
境

・
諸
見
境
.
 増
上
慢
境

・
二
乗
境

・
菩
薩
境
の
十
境
を
設
定
し
た
。
な
ぜ

こ
の
十
種
を
観
境
と

し
て
設
定

し
な
け
れ
は
な
ら
な
か

っ
た
の
か
。
十
境
を
形
成
す
る
課
程

と
必
然
性
を
、
智
顕
の
著
述
中
に
究
明
し
て
い
き
た
い
。
本
論
に
お
い

て
は
、
ま
ず
第

一
の
陰
入
界
境
の
成
立
課
程
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。二

 剛

陰

入
界

に
対
す
る
智
顕

の
諸

見
解

智
顕
は

『
摩
詞
止
観
』
以
前
に
お
い
て
、
陰
入
界
を
い
か
に
把
、兄
た

の
か
に
つ
い
て
究
明
し
て
い
く
。
『法
界
次
第
初
門
』
巻
上
之
上
に
は
、

五
陰

・
十

二
入

・
十
八
界
の
一
々
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
智
顕

の
見
解

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
五
陰
に
つ
い
て
、

 

五
陰
を
辮
ぜ
は
、
惑
者
は
名
に
迷
う
こ
と
偏
え
に
重
き
を
以
て
の
故
に
、
大

 

聖
の
教
門
、
名
を
開
き
則
ち
四
心
と
な
す
。
色
に
対
し
て
合
し

て
五
と
な

 

す
。
…
…
陰
は
陰
覆
を
以
て
義
と
な
す
。
能
く
出
世
真
明
の
慧
を
覆
い
て
、

(1
)

 

生
死
を
増
長
し
、
集
散
絶
え
ず
。
故
に
通
じ
て
名
づ
け
て
陰
と
な
す
。

と
あ
り
、
惑
う
老
は
心
に
迷
う
こ
と
が
重
く
、
心
を
陰
覆
し
、
仏
智
を

覆
い
、
生
死
輪
廻
を
増
長
し
、
心
は
常
に
対
象
に
向

っ
て
集
散
を
く
り

(
2
)

返
す
と
い
う
。
五
陰

の
一
々
に
つ
い
て
、
色
陰
と
は
、
「有
形
質

磯

の

法
」
で
あ
る
と
し
て
、
四
大

・
五
根

・
五
塵

(境
)
 の
十
四
種
を

あ
げ

る
。
受
陰
と
は
、
「
所
縁
を
領
納
す
」
と
し
、
対
象
を
受
け
入
れ

る

こ

と
を
い
う
。
「
六
触
の
因
縁
に
よ

っ
て
六
受
を
生
ず
」
と
し
、
六

受

に

は

「苦
受

・
楽
受
と
不
苦
受

・
不
楽
受
の
異
な
り
あ
り
」
と
い
う
。
想

陰
と
は
、
「
能
く
所
領
の
縁
相
を
取
る
」
こ
と
で
、
「
所
領

の
六
塵
の
相

を
取
る
を
六
想
と
な
す
」
と
あ
る
。
行
陰
と
は
、
「造
作

の
心
は

能

く

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
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第
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號
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果
に
趣
く
」
と
、
心
が
つ
く
ら
れ
、
対
象
物

に
判
断
を
下
す
働
き
を
い

う
。
識
陰

と
は
、
「所
縁
の
境
を
了
別
す
る
」
こ
と
で
、
六
識
の

こ
と

で
あ
る
と
い
う
。

(
3
)

 

つ
ぎ
に
、
十
二
入
に
つ
い
て
、
「色
を
開
い
て
十
と
な
し
、
心

は
但

だ
二
と
な
し
、
合
し
て
十
二
と
な
す
」
と
あ
り
、
六
根
.
 六
塵

の
こ
と

を
い
う
。

入
に
つ
い
て
、
「
入
は
渉
入
を
以
て
義
と
な
す
」
と
し
、

 

根
塵
相
対
す
る
が
如
き
は
、
則
ち
識
の
生
ず
る
こ
と
有
り
。
識
は
根
塵
に
依

 

る
。
傍
ち
能
入
と
な
す
。
根
塵
は
即
ち
所
入
な
り
。
今
こ
の
十
二
は
所
入
に

(4
)

 

従
っ
て
名
を
受
く
。

と
述
べ
、
六
根
と
六
塵

の
相
対
に
よ

っ
て
識
が
生
ず
る
。
十
二
入
は
根

塵
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
六
根
を
内

の
六
入
で
あ
る
と
し
、
「
根
は
能
生
を
以
て
義
と
な
す
」
と
述

べ
、
五

根
〇
一
々
は
、
「
四
大
造
の
色
」
で
あ
る
と
し
、
「十

色

の
共

成
・
所

成
」
と
し
て
、
四
大

・
四
微

・
身
根
微

・
各
根
微
を
あ
げ
て
い
る
。
意

根
に
つ
い
て
、
「
心
が

一
切
法
に
対
す
る
に
、
即
ち
能
知
法

の
用
あ
り
」

と
し
、
心
は
対
象
物
を
よ
く
知
ろ
う
と
す
る
働
き
が
あ
る
と
い
う
。
六

塵
を
外
の
六
入
と
な
し
、
「
識
の
遊
渉
す
る
所
」
で
あ
る
と

い
う
。
塵

と
は
、
「染
汚
を
以
て
義
と
な
す
。
能
く
情
識
を
染
汚
す
る
を
以

て

の

故
に
」
と
あ
る
。
色
入
と
は
、
「
一
切
の
眼
に
対
す
る
所
見

の
色
」
で

あ
る
と
し
て
、
二
種
の
色
が
あ
る
と
い
う
。
正
報
可
見
の
色
と
し
て
衆

生
の
身
色

と
、
依
報
可
見

の
色
と
し
て
外

の
無
知
色
、
す
な
わ
ち
青
.
 

黄

・
赤

・
白

・
黒

の
色
な
ど
を
分
別
す
る
。
以
下
、
声

・
香
・
味
・
触

入
に
つ
い
て
も
、
正
報
色
処
と
依
報
色
処
に
分
け

て
論
ず

る
。
法
入
と

は
、
「
二
切

の
意
に
対
す
る
所
知
の
法
」
で
あ
る
と
し
、
法
に
二

種

あ

り
と
し
て
、
心
法
と
非
心
法
と
に
分
け
る
。

(
5
)

 
さ
ら
に
、
十
八
界

に
つ
い
て
、
「色
を
開
い
て
十
と
な
し
、
名

を

離

し
て
八
と
な
し
、
合
し
て
十
八
界
と
な
す
」
と
、
十
八
界
は
、
心
と
有

形
質
擬
の
法
に
迷
う
の
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
内

の
六

根
界

も
、
外
の
六
塵
界
も
、
修
行
し
よ
う
と
す
る
人
を
、
推
折
し
た
り
、
謬

り
な
く
、
十
六
知
見
の
妄
計
に
滞
ら
せ
な
い
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
六

識
界
と
は
、
「若
し
根
塵
相
対
す
れ
ば
、
即
ち
識

の
生
ず
る
こ
と
有
り
。

識
は
識
別
を
以
て
義
と
な
す
」
と
し
、
「識
は
根

に
依

っ
て
能
く

塵

を

別

っ
」
と
あ
り
、
根
に
よ

っ
て
塵
が
生
ず
る
と
し
、
「若
し
識
は

縁

よ

り
生
ず
と
了
せ
は
、
貴
に
神
あ
り
と
計
し
て
、
知

を
し
て
謬
取
せ
し
め

ん
や
」
と
、
識
は
縁
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。

 
さ
て
、
智
顕
は
具
体
的
に
陰
入
界
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
っ
た

の
か
。
智
顕
の
著
述
に
基
づ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
陰
入
界

に
つ
い
て
説
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『次
第
禅
門
』
『
六
妙

法

門
』
『
四

念
処
』
『
小
止
観
』
な
ど
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
お
い
て
、

智
顕
は
い
か
に
陰
入
界
を
把
捉
し
て
い
く
の
か
。
項
目
別
に
究
明
し
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
(
一
)
陰入界

の
生
起

・
苦
、
(
二
)
陰入

界
は
縁
よ
り
生
じ
た
も
の
で
無
自
性
な
り
、
(
三
)
四
陰

・
六
根
の
対
治
、

(
四
)
 

五
陰
の
種

々
相
、
岡
陰
入
界
は
心
の
作
な
り
、

の
五
項
目
に
分
け
て

論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
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ま
ず
第

一
の
陰
入
界

の
生
起

・
苦
に
つ
い
て
、
『
次
第
禅

門
』
巻
第

三
上
の
法
縁
の
慈
に
は
、

 

欲
界
未
到
静
定
の
心
中
に
お
い
て
、
忽
然
と
し
て
自
か
ら
一
切
の
内
外
に
但

(
6
)

だ
陰
入
の
法
有
り
。
…
…
但
だ
五
陰
の
み
有
り
。

と
、
陰
入

の
法
が
忽
然
と
生
起
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
『
四

念

処
』
巻

第

一
に
は
、

 

若
し
心
に
迷
う
て
色
に
迷
わ
ざ
れ
は
則
ち
数
を
五
陰
と
な
す
。
若
し
色
に
迷

 

う
て
心
に
迷
わ
ざ
れ
ば
則
ち
数
を
十
二
入
と
な
す
。
若
し
倶
に
迷
う
る
者
は

(
7
)

則
ち
数
を
十
八
界
と
な
す
。

と
あ
り
、
心
に
迷
う
こ
と
を
五
陰
と
い
い
、
色
に
迷
う
こ
と
を
十
二
入

と
い
い
、
倶
に
迷
う
こ
と
を
十
八
界
な
り
と
い
う
。
『
次
第

禅

門
』
巻

第
十

の
八
背
捨
に
は
、
「非
想

の
中
に
は
鹿
の
煩
悩
無
し
と
錐

ど

も
、

(
8
)

而
も
四
陰

二
入
三
界
十
種

の
細
心
数

の
法
を
具
足
す
」
と
、
非
想
中
に

も
陰
入
界

の
細
心
数

の
法
を
具
足
す
る
と
い
う
。
『
次
第

禅

門
』
巻
第

八
の
定
支

に
は
、

 

塵
に
対
す
る
時
は
、
則
ち
情
に
依
っ
て
識
を
以
て
五
色
の
因
縁
を
知
る
。
則

 

ち
意
識
を
生
ず
。
塵
謝
す
る
時
は
、
則
ち
識
は
五
臓
に
帰
る
。
一
期
の
果
報

(
9
) 

四
大
五
陰
十
二
入
十
八
界
具
足
成
就
す
。

と
、
識
が

五
臓
に
帰
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

一
期
の
果
報
と
し
て
の
陰
入

界
が
で
き
上
る
こ
と
を
明
か
す
。
陰
入
界
と
五
臓
の
関
係
に
つ
い
て
、

『
次
第
禅
門
』
巻
第
八
の
内
世
間
に
は
、

 
若
し
四
大
五
陰
十
一一入
十
八
界
…
…
悉
く
人
身
の
内
な
り
。
即
ち
四
大
な
り

 

と
知
る
。
…
…
若
し
五
陰
の
名
を
聞
く
も
、
尋
ぬ
る
に
即
ち
身
の
五
臓
に
対

 

す
と
覚
知
す
。
色
は
肝
に
対
し
、
識
は
脾
に
対
し
、
想
は
心
に
対
し
、
受
は

 

腎
に
対
し
、
行
は
肺
に
対
す
。
…
…
若
し
十
二
入
十
八
界
を
聞
い
て
も
亦
た

 

復
た
即
ち
内
の
五
臓
に
対
す
と
知
る
。
…
…
五
識
を
悉
と
く
意

入
界

と
な

 

し
、
外
の
五
塵
内
の
法
塵
を
以
て
法
入
界
と
な
す
。
…
…
意
識
界
と
は
、
初

 

め
て
五
臓
を
生
ず
る
を
根
と
な
し
、
外
の
法
塵
に
対
し
て
、
即
ち
意
識
を
生

(
1
0
)

 

ず
る
を
意
識
界
と
名
つ
く
。

と
あ
り
、
陰
入
界
は
す
べ
て
人
身

の
内
で
、
四
大
で
あ
る
と
い
う
。
意

識
を
生
ず
る
の
は
、
身
の
五
臓
が
も
と
と
な

っ
て

い

る
。
さ

ら

に
、

『次
第
禅
門
』
巻
第
四
の
陰
界
入
魔

に
は
、
陰
界
入
や
名
色
は
衆
生
を

(
1
1
)

拘
束
し
、
善
根
の
功
徳
智
慧
を
覆
う
の
で
魔
な
り
と
い
う
。
『次

第

禅

門
』
巻
第
五
の
禅
を
発
す
る
因
縁
に
は
、

 

二
に
は
色
界
の
五
陰
が
欲
界
の
身
中
に
住
在
す
る
に
、
麓
細
相
違
す
る
が
故

 

に
悼
動
八
触
等
の
事
有
り
。
讐
宜
ば
世
人
の
憂
愁
煩
悩
し
て
内
に
結
滞
を
起

 

こ
し
、
雍
塞
し
て
通
ぜ
ず
。
四
大
に
諸
の
熱
悩
を
受
げ
し
め
、
心
従
り
而
も

 

生
じ
て
乃
至
病
を
得
、
死
に
至
る
ま
で
外
従
り
来
り
、
而
も
苦
有
る
に
非
ざ

(
1
2
)

 

る
が
如
し
。

と
、
色
界

の
五
陰
が
欲
界
の
身
中
に
在
れ
は
、

人
を
し
て
憂
愁
煩
悩
さ

せ
苦

の
連
続
を
く
り
返
す
。
し
か
も
苦
は
実
在
す
る
わ

け

で

な

い
。

『
六
妙
法
門
』
第
六
通
別
六
妙
門
に
は
、
「
三
事
和
合
す
る
を
陰

界

入

(
1
3
)

と
名
つ
く
。
陰
界
入
と
は
、
即
ち
是
れ
苦
な
り
」
と
し
、
第
七
旋
転
六

(
1
4
)

妙
門
に
は
、
陰
入
界
を
世
間
苦
楽

の
果
で
あ
る
と
い
う
。

ま

た
、
『
四

『摩
詞
止
観
』
に
お
け
る
十
境
の
形
成
 
(大

野
)
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念
処
』
巻
第

一
に
は
、
『中
論
』
を
引
用
し
、
像
法
中
の
人
は
機

根

が

鈍
く
、
陰
入
界
の
決
定
相
を
求
め
、
文
字
に
執
着
し
て
仏
意
を
知
ら
な

い
と
い
い
、
色
に
浄
倒
、
受
に
楽
倒
を
、
想

・
行
に
我
倒
を
、
心
に
常

(
1
5
)

倒
の
四
倒
を
起
こ
す
と
い
う
。

 
第
二
に
陰
入
界
は
縁
よ
り
生
じ
た
も
の
で
無
自
性
な

り

と

し

て
、

『
次
第
禅
門
』
巻
第
九

の
十
想
に
は
、

復
た
次
に
五
陰
十
二
入
十
八
界
の
中
の
諸
法
は
縁
従
り
生
ず
れ
ば
、
則
ち
自

 

性
無
き
が
故
に
。
若
し
陰
に
即
し
陰
を
離
れ
て
は
、
更
に
我
等
の
十
六
知
見

(
1
6
)

を
求
む
る
に
皆
な
不
可
得
な
り
。

と
述
べ
る
。
同
様
な
説
示
は
、
『
四
念
処
』
巻
第

一
に
も
、
「当
に
知
る

(
1
7
)

べ
し
。

五
陰
十
二
入
十
八
界
皆
な
不
可
説
な
り
」
と

あ

り
、
『
次
第
禅

門
』
巻
第
四
に
も
五
陰
十
二
入
十
八
界
の
従
因
縁
生

・
無
自
性
を
説
示

(
1
8
)

す
る
。
さ
ら
に
、
『次
第
禅
門
』
巻
第
三
上

の
体
真
止
に
は
、

 

過
去
所
起
の
一
切
の
煩
悩
業
行
を
因
と
な
し
、
現
在
に
父
母
の
身
分
を
撹
る

 

を
縁
と
な
し
、
因
縁
和
合
す
れ
ば
則
ち
果
報
有
り
。
果
報
有
る
が
故
に
、
則

 

ち
陰
入
界
等
の
一
切
の
諸
法
有
る
が
如
き
は
、
此
の
業
は
是
れ
何

れ
の
法

(
1
9
)

 

か
。
而
も
能
く
果
報
を
な
す
に
、
陰
入
等
を
因
と
作
す
と
な
せ
ん
。

と
、
本
来
、
陰
入
界
は
空
寂
で
あ
る
が
、
過
去
に
つ
く

っ
た
煩
悩

の
業

行
が
因
と
な
り
、
身
を
も

っ
た
こ
と
が
縁
と
な

っ
て
、
果
報
と
し
て
陰

(
2
0
)

入
界
を
存
在
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
『
六
妙

法

門
』
お

(
2
1
)

よ
び

『次
第
禅
門
』
巻
第
七
の
十
六
特
勝
に
は
、
陰
入
界
を
虚
誰
に
し

(
2
2
)

て
不
実
な
り
と
説
く
。
『
六
妙
法
門
』
第
七
旋
転
六
妙
門
お

よ

び

『次

(
2
3
)

第
禅
門
』
巻
第
六
の
法
縁

に
は
、
陰
入
界
と
も

に
空
で
あ
る
が
、
衆
生

は
一
心
に
楽
を
求
め
た
り
、
種
々
に
横
計
し
て
、
諸
法
に
執
着
す
る
の

で
、
陰
入
界
を
実
在
化
さ
せ
る
と
い
う
。

 
第
三
に
四
陰

・
六
根
の
対
治
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
四
陰
の
対

治
に
つ
い
て
、
『次
第
禅
門
』
巻

第
、六
の
破
空
処

に
は
、
「
四
陰
和
合
の

故
に
此
の
定
有
れ
は
、
実
無
き
こ
と
を
患
う
べ
し
。
別
観
と
は
、
此
の

八
法
を
用
い
て
、
前

の
四
は
対
治
し
て
四
陰
の
事
を
観
ず
」
と
し
、
具

は
れ
も
の
 

で
き
も
の
 

と
げ

体
的
に
、
病

は
受
を
、
纏

は
想
を
、
瘡

は
行
を
、
刺
は
識
を
対
治
す

と
し
、
ま
た
、
無
常
は
識
を
ふ
苦
は
受
を
、
空

は
想
を
、
無
我

は
行
陰

(
2
4
)

を
観
ず
と
い
う
。
ま
た
、
六
根

の
対
治
に
つ
い
て
、
『
小

止

観
』
第

二

明
歴
縁
対
境
修
止
観

の
六
根
門
中
修
止
観
に
は
、

 

二
に
眼
に
色
を
見
る
時
に
止
を
修
す
る
と
は
、
色
を
見
る
時
に
随
っ
て
、
水

 
中
の
月
の
如
く
定
実
有
る
こ
と
無
し
。
若
し
順
情
の
色
を
見
る
も
貧
愛
を
起

 

さ
ず
。
若
し
違
情
の
色
を
見
る
も
瞑
悩
を
起
さ
ず
。
若
し
非
違

・
非
順
の
色

 
を
見
る
も
、
無
明
及
び
諸
の
乱
想
を
起
さ
ず
。
是
を
止
を
修
す
と
名
つ
く
。

 

云
何
ん
が
眼
に
色
を
見
る
時
、
観
を
修
す
と
名
つ
く
る
や
。
応
に
是
の
念
を

 
作
す
べ
し
。
見
る
所
有
る
に
随
っ
て
即
ち
相
空
寂
な
り
。
所
以
は
何
か
ん
。

 
彼
の
根
塵
、
空
明
の
中
に
於
て
各
見
る
所
無
く
亦
た
分
別
無
し
。
和
合
の
因

 
縁
は
眼
識
を
出
生
す
。
次
に
意
識
が
生
ず
る
に
即
ち
能
く
種
々
の
諸
色
を
分

 
別
す
。
此
に
因
っ
て
則
ち
一
切
の
煩
悩
善
悪
等
の
法
有
り
。
即
ち
当
に
反
っ

 

て
色
を
念
ず
る
の
心
を
観
ず
ぺ
し
。
相
貌
を
見
ず
。
当
に
知
る
べ
し
。
見
る

(
2
5
)

者
及
び

一
切
の
法
は
、
畢
寛
し
て
空
寂
な
り
。
是
を
観
を
修
す
と
な
す
。
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と
、
六
根
中
の
眼
根
を
止
と
観
に
よ

っ
て
対
治
す
る
。
す
な
わ
ち
、
眼

が
色
を
み
る
に
、
水
中
の
月
の
よ
う
に
定
実
は
な
い
。
こ
れ
を
止
と
い

う
。
ま
た
見
る
と
こ
ろ
も
そ
の
相
は
空
寂
で
あ
る
。
因
縁
が
和
合
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
眼
識
が
生
じ
、
次
に
意
識
が
生
ず
る
。
こ
の
意
識
が
種

々
の
諸
色
を
分
別
す
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、

一
切
の
煩
悩
や
善
悪
等

の

法
を
生
起
さ
せ
る
。
見
る
者
も

一
切

の
法
は
空
寂
で
あ
る
こ
と
を
観
と

い
う
。

以
下
、
耳
鼻
舌
身
意
に
つ
い
て
も
同
様
に
説
示
さ
れ
る
。

 
第
四

に
五
陰

の
種

々
相
に
つ
い
て
、
『
四
念
処
』
巻
第
二

に

は
、
五

陰
を
十
二
因
縁

に
充
当
さ
せ
、
五
陰
の
諸
行
を
善
悪
の
五
陰
、
識
よ
り

受
ま
で
を
果
報
無
記

の
五
陰
、
愛
取
を
煩
悩
の
五
陰
、
有
を
善
悪

の
五

陰
、
未
来

の
生
死
を
果
報
無
記
の
五
陰
で
あ
る
と
説
く
も
、
何
れ
も
如

(
2
6
)
 

(
2
7
)

幻
如
化
な
り
と
い
う
。

こ
れ
は

『
摩
詞
止
観
』
巻
五
上
に

継

承

さ

れ

る
。

 
第
五
に
五
陰
は
心
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
と
し
て
、
『
四
念

処
』
巻
第

四
に
は
、

 

若
し
爾
ら
ざ
れ
ば
、
無
明
は
法
性
を
覆
い
、
十
法
界
五
陰
を
出
で
、
重
ね
て

迷
い
積
沓
す
。
若
し
能
く
起
悟
す
れ
ば
、
二
乗
の
五
陰
乃
至
仏
の
陰
を
起
こ

 

す
。
華
厳
に
云
く
、
「心
は
工
画
師
の
如
く
、
種
々
の
五
陰
を
造
る
。
一
切
世

 

間
の
中
に
心
に
由
っ
て
造
ら
ざ
る
無
し
」
と
。
諸
陰
は
只
だ
心
の
作
の
み
。

 

無
明
の
心
を
観
ず
る
に
畢
寛
し
て
所
有
無
し
。
而
も
能
く
十
界
は
諸
陰
を
出

(
2
8
)

で
ず
。
此
れ
即
ち
不
思
議
な
り
。

と
、
五
陰

は
心
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
い
、
『
六

十

華

(
2
9
)

厳
経
』
巻
第
十
の
三
無
差
別
の
文
を
引
く
。
こ
れ
は
、
『
法
華

玄

義
』

(
3
0
)
 

(
3
1
)

巻
第
二
上
お
よ
び

『
摩
詞
止
観
』
巻
第
五
上
な
ど
に
継
承
さ
れ
る
。

三

『
摩
詞
止
観
』
所
説

の
陰

入
界
境

さ
て
、
『
摩
詞
止
観
』
巻
第
五
上
に
お
い
て
、

正
修
止
観
が
説

示

さ

れ
る
。
ま
ず
、
止
観
を
説
く
意
義
に
つ
い
て
、

 

行
解
す
で
に
勤
む
れ
ば
、
三
障
四
魔
紛
然
と
し
て
競
い
起
こ
り
、
昏
を
重
ね

お
お

散
を
巨
い
に
し
、
定
明
を
騎
動
す
。
随
う
べ
か
ら
ず
、
畏
る
べ
か
ら
ず
。
こ

 

れ
に
随
わ
は
人
を
将
い
て
悪
道
に
向
か
い
、
こ
れ
を
畏
る
れ
は
正
法
を
修
す

 

る
こ
と
を
妨
ぐ
。
当
に
観
を
以
て
昏
を
観
じ
、
昏
に
即
し
て
而
も
朗
ら
か
に

(
3
2
)

し
、
止
を
以
て
散
を
止
め
、
散
に
即
し
て
而
も
寂
な
ら
し
む
べ
し
。

と
あ
り
、
三
障
四
魔
に
お
お
わ
れ
た
己
身
を
、
本
来

の
自
己
に
向
か
わ

せ
る
た
め
に
止
観
を
修
す
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
さ
ら
に
、
止
観
を
開

い
て
十
と
な
す
と
い
い
、
ま
ず
第

一
に
陰
入
界

を
設
定
す
る
。
陰
入
界

を
最
初

に
設
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
二
義
あ
り
と
し
て
、

一
に
は
現
前
、
二
に
は
経
に
依
る
。
大
品
に
云
く
、
「声
聞
の
人
は
、
四
念
処

 

に
依
っ
て
道
を
行
ず
。
菩
薩
は
初
め
に
色
を
観
ず
。
乃
至
一
切
種
智
な
り
」

 

と
。
章
々
皆
な
爾
り
。
故
に
経
に
違
わ
ず
。
ま
た
行
人
、
身
を
受
く
る
に
、

 

誰
か
陰
入
な
ら
ず
し
て
重
担
現
前
せ
ん
。
こ
の
故
に
初
め
に
観
ず
る
な
り
。

(
3
3
)

 

後
に
異
相
を
発
す
れ
は
、
別
に
次
を
な
す
の
み
。

と
、
『
大
品
般
若
経
』
を
根
拠
と
し
て
、
五
陰

は
四
大
と
合
し
て
身

を

受
け
、
陰
入
そ

の
も

の
の
自
己
が
現
実
様
態
と
し
て
現
前
し
て
い
る
。

『摩
詞
止
観
』
に
お
け
る
十
境
の
形
成
 
(大

野
)
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『摩
詞
止
観
』
に
お
け
る
十
境
の
形
成
 
(大

野
)

故
に
第

一
の
観
境
と
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
。
さ
ら
に
、

 

此
の
十
種
の
境
は
、
始
め
凡
夫
の
正
報
よ
り
終
り
聖
人
の
方
便
に
至
る
。
陰

入
の
一
境
は
、
常
に
自
か
ら
現
前
し
、
若
し
は
発
す
る
も
発
せ
ざ
る
も
、
恒

 

に
観
を
な
す
こ
と
を
得
。
余
の
九
境
は
、
発
す
れ
ば
観
を
な
す
べ
し
。
発
せ

(
3
4
)

 

ず
ん
は
何
ぞ
観
ず
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
。

と
あ
り
、
陰
入
界
は
常
に
現
前
し
て
い
る
の
で
、
発
ろ
う
が
発
る
ま
い

が
日
常
に
お
い
て
観
境
と
な
す
べ
し
と
い
う
。

し
か
し
、
五
陰
に
つ
い

て
、不

思
議
の
境
智
は
陰
に
即
し
て
こ
れ
観
な
り
。
亦
た
分
別
す
べ
し
。
不
善
無

記
の
陰

は
こ
れ
境
な
り
。
善
の
五
陰
は
こ
れ
観
な
り
。
観
す
で
に
純
熟
す
れ

ば
悪
と
無
記
な
く
、
た
だ
善
陰
の
み
あ
り
。
善
の
陰
は
転
じ
て
方
便
の
陰
と

な
り
、
方
便
の
陰
は
転
じ
て
無
漏
の
陰
と
な
り
、
無
漏
の
陰
は
転
じ
て
法
性

の
陰
と
な
る
。
無
等
等
の
陰
と
い
う
な
り
。
量
に
陰
の
外
に
別
に
観
あ
る
に

(
3
5
)

あ
ら
ず
や
。

と
、
五
陰
を
観
境
と
す
る
な
ら
は
、
本
来
、

否
定
さ
る
べ
き
五
陰
は
、

転
じ
て
法
性

・
無
等
等
の
陰
と
な
る
こ
と
を
説
示
す
る
。
さ
ら
に
、
陰

入
界
に
つ
い
て
、

 

若
し
心
に
迷
う
者
に
は
甑
心
を
開
い
て
四
陰
と
な
し
色
を
一
陰
と
な
す
。
若

し
色
に
迷
う
者
に
は
、
色
を
開
い
て
十
八
及
び
,
 
一
入
の
少
分
と
な
し
、
心
を

一
の
意
入
及
び
法
入
の
少
分
と
な
す
。
若
し
倶
に
迷
う
者
に
は
、
開
い
て
十

(
3
6
)

八
界
と
な
す
な

り
。

(
3
7
)
 

(
3
8
)

と
、
先
の

『
法
界
次
第
初
門
』
巻
上
之
上
、

『
四
念
処
』
巻
第

一
に
基

づ
き
説
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

五
陰
と
し
て
九
種
を

あ

げ
、
「是

の

(
3
9
)

如
ぎ
の
種

々
は
源
と
心
よ
り
出
ず
」
と
述
べ
、

一
切
の
五
陰

は
す
べ
て

心
に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

そ
れ

を

『
六

十

華

厳

経
』
巻
第
十
の
夜
摩
天
宮
菩
薩
説
偶
品
の

「
心

は
工
画
師
の
如
く
、
種

(
4
0
)

種
の
五
陰
を
画
く
」
と
、
心
仏
及
び
衆
生
の
三
無
差
別
の
文
を
根
拠
と

(
4
1
)

し
て
論
証
す
る
。
さ
ら
に
、
「界
内
外
の
一
切

の
陰
入
は
皆
な
心

に
由

(
4
2
)

っ
て
起
こ
る
」
と
か
、
「
心
は
こ
れ
惑
の
本
な
り
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、

 

今
ま
さ
に
丈
を
去
っ
て
尺
に
就
き
、
尺
を
去
っ
て
寸
に
就
き
、
色
等
の
四
陰

(
4
3
)

 

を
置
い
て
、
但
だ
識
陰
を
観
ず
べ
し
。
識
陰
と
は
心
こ
れ
な
り
。

と
述
べ
、
『
摩
詞
止
観
』

に
お
い
て
は
、
十
二
入

・
十
八
界
を
置
い
て
、

五
陰
を
選
び
、

こ
の
五
陰
の
中
で
も
識
陰
を
選
択
し
て
、
観
境
と
定
む

べ
し
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
『法
華
玄
義
』
巻
第

二
上

の

心
仏
及
び
衆
生

の
三
法
妙
を
釈
す
る
と
こ
ろ
に
、

 

但
だ
衆
生
法
は
太
だ
広
く
、
仏
法
は
太
だ
高
し
。
初
学
に
於
て
難

し
と
な

 

す
。
然
る
に
心
仏
及
び
衆
生
、
是
の
三
は
差
別
無
け
れ
は
、
但
だ
自
か
ら
己

(
4
4
)

 

心
を
観
ず
る
を
則
ち
易
し
と
な
す
。

と
、
ま
ず
己
心
す
な
わ
ち
識
陰
を
観
境
と
す
べ
き
こ
と
の
必
要
性
を
説

示
す
る
。四

 

結

語

以
上
、
資
料
を
中
心
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
陰
入
界
は
心
・
色

に
迷

う
こ
と
に
よ
っ
て
忽
然
と
生
起
し
、
無
自
覚
に
生
き
る
な
ら
ば
、

い
つ

の
間
に
か

一
期
の
果
報
に
よ

っ
て
、
己
心
を
陰

入
界
そ

の
も
の
の
存
在
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と
し
て
位
置
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
陰
入
界
に
固
定
さ
れ
た
己

心
は
、
心
を
拘
束
し
、
善
根
の
功
徳
智
慧
を
陰
覆
し
て
魔

と

変

化

す

る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
己
心
は
、
憂
愁
煩
悩
の
在
り
方
を
し
苦
悩
の
連
続

を
く
り
返
す

こ
と
に
な
る
。
ひ
い
て
は
正
見
は
お
お
い
陰
さ
れ
て
四
倒

を
生
ず
る
。
本
来
、
陰
入
界
は
空
寂
で
あ
る
が
、
過
去
の
煩
悩
に
基
づ

く
業
行
が

因
と
な
り
、
身
を
も

つ
こ
と
が
縁
と
な

っ
て
、
陰
入
界
を

つ

く
る
。
陰

入
界
は
、
元
来
、
縁
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
無
自
性

を
本
質
と
す
る
の
で
あ
る
。
本
来
、
無
自
性
で
あ
る
の
に
、
陰
入
堺
を

実
在
化
さ
せ
て
い
る
の
で
、
対
治
法
を
説
示
す
る
。
『
次
第
禅

門
』
で

は
五
陰

の
対
治
が
説
か
れ
、
さ
ら
に

『
小
止
観
』
に
継

承

さ

れ

る
。

『小
止
観
』
で
は
、
六
根
を
対
境
と
し
て
、
止

・
観
に
よ
っ
て
対
治
す

る
こ
と
を
明
示
す
る
。

 
さ
て
、
『
摩
討
止
観
』

に
お
い
て
は
、
『
小
止
観
』
所
説

を
受

け

継

ぎ
、
そ
れ
を
展
開
さ
せ
て
、
十
境
の
体
系
を
組
織
づ
け
、
そ
の
第

一
に

陰
入
界
境
を
設
定
し
た
。
智
顕
は
そ
の
設
定
理
由
と
し
て
、
陰
入
界
は

己
心
の
日
常
性
の
中
に
現
前
し
、
我
々
は
ひ
と
時
も
陰
入
界
を
脱
す
ゐ

こ
と
の
で
き
な
い
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
何
よ

り

も

己

心

を
、
こ
の
陰
入
界
か
ら
脱
せ
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
問
題
と
し
て

把
え
た
の
で
あ
る
。
理
想
世
界
は
我
々
の
生
き
る
現
実
世
界
を
離
れ
て

あ
り
え
な

い
と
す
る
智
顕
の
思
索
が
、
陰
入
界
を
十
境
中

の
第

一
に
設

定
す
る
と

こ
ろ
に
顕
著
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。

 
と
く
に

『
次
第
禅
門
』
中
に
、
陰
入
界
に
つ
い
て
詳
説

さ

れ

て

い

る
。

イ

ソ
ド

伝

来

の
種

々
の
禅

法

や

禅

観

も
、

窮

極

的

に
は
陰

入
界

か

ら

派

生

す

る

心

の
対

治

を
目

的

と

し

て

い

る

の

で
、

当

然

の
こ

と

と
首

肯

さ

れ

る
。

『
次

第

禅

門

』

所
説

の
陰

入
界

は
、

『
六

妙

法
門

』

に
継

承

さ

れ
、

さ

ら

に

『
四
念

処
』

へ
と

展

開

し
、

『
小

止
観

』

に

お

い

て
、

止

・
観

に

よ

る
六

根

の
対

治

法

へ
と

発

展

さ

せ

て

い

っ
た
。

そ

れ
が

最

終

的

に
、

『
摩

詞

止

観

』

の
十

境

の
第

一
陰

入

界

境

と

し

て
体

系

づ

け

が

な

さ

れ

た

の

で
あ

る
。

智

顕

自

か

ら

の
長

い
年

月

の
思

索

と

修
禅
・

止

観

に

よ

っ
て
、

は
じ

め

て
十

境

の
第

一
陰

入
界

境

が

成

立

し

た

こ
と

を
窺

が

い
知

る

こ
と

が

で
き

る

の
で

あ

る
。
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